
添加剤をプラスすることで「pH

ダウン」「還元力アップ」などの
ピンポイントの操作がしやすく、
明快に薬液を設計できる。

取り扱う薬液の種類を増やすほど、その微妙な
違いを理解しておかねばならず、その結果ベス
トな薬液を選び取るのが難しくなる。

ベース

基本の薬液を添加剤で微調整! 何を選べば良いか迷ってしまう……

+

薬液活用の幅が広がる
添加剤の種類と特徴
はじめに、ボヤージュコスメティックスが展開する添加剤を詳しく紹介。
それぞれ、薬液に対してどんな変化を与えるのかを把握しよう。

アンリミット

アンリミット

アンリミット

クオレ

｢添加剤」で多様な毛髪の状態に即対応！
ストレートの薬液選定シンプル化計画

ストレート施術の第一関門「薬液選定」に、新たな突破口を！　
薬液にミックスすることを前提につくられた「添加剤」を使いこなせば、さらに自信を持って施術に臨めるはず。

+

+

 『A20』 『スパイスA』

 『SPプレミアム』

チオグリコール酸+ アルカリ+

 『00アシッドリビジョン』

ブチロラクトンチオール（スピエラ）+

ボヤージュコスメティックス

ダメージケア+

安藤順政

ボヤージュ
コスメティックス

クセにアプローチする薬液が数多く存在する今、その中からお客さまの髪の状態に合った 1つ

を選定するのは至難の業。そこで弊社が提案するのは、「添加剤」を活用する方法です。ベー

スとする薬液のスペックを基準に、「還元力を上げる」「pH調整」「還元値の調整」など目的を

明確にした添加剤を組み合わせることで、薬液をコントロールしやすくなります。添加剤の活

用によって、皆さんが抱えるストレート施術の不安が少しでも解消できればうれしい限りです。

薬液を「カスタマイズする」という考え方を得る

アルカリ度はそのままに
還元力をアップ
酸性チオを高濃度に配合した還元
剤。コルテックス内の親水性S-S結
合に作用し、伸びにくいクセへの施
術をサポート。

・還元剤：酸性チオ（濃度50％）
・pH：7.0

SPEC

1液などに対して5～ 10％添加。
5％添加すると 1液などの還元値が
2.5上がる。

HOW TO USE

アルカリ度を上げて
薬液の浸透を促進する
モノエタノールアミン配合のクリー
ムタイプのアルカリ剤。硬い髪への
薬液の浸透を促し、還元の効率を向
上させる。

・アルカリ度：20

・pH：9.0

SPEC

1液などに対して 10％添加する。
10％添加すると 1液などのアルカリ度
が2上がる。

HOW TO USE

ストレート施術しながら
酸熱効果でツヤ感アップ
薬液に混ぜることでストレート施術
をしながら酸熱効果も得られる。ダ
メージを抑えながらハリ・コシのあ
る仕上がりに。

・主要成分：レブリン酸、
活性ケラチン、マレイン酸

SPEC

1液や2液などに対して 10％添加する。

HOW TO USE

アルカリ度を下げながら
還元値を向上させる
疎水性・親水性両方のS-S結合に作
用するブチロラクトンチオール配合
の還元剤。毛髪を膨張させないので、
ダメージレスな施術が可能。

・還元剤：ブチロラクトンチオール
（濃度5.5％）

SPEC

1液などに対して10～30％添加する。

HOW TO USE

『A20』と『スパイスＡ』を混ぜると、アルカリ性域でチオを作用させることになり、想定以上の還元力でオーバー
タイムになりやすいため避ける。また『A20』と『SPプレミアム』をミックスした場合、アルカリ性域ではブチ
ロラクトンチオールの働きが弱まるのでNG。

!ATTENTION
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ジリつき、質感の悪さには

『SPプレミアム』+
ストレートヘアの命である滑らかな面を復
活させるには、毛髪を膨潤させない酸性域
で還元できるブチロラクトンチオール配合
の『SPプレミアム』とのミックスが◎。必
ず2液を毛先まで塗布する。

の薬液設計例新生部の薬液設計例中間～毛先
ベース +  添加剤で考えるベース +  添加剤で考える

ここからは、ボヤージュコスメティックスの薬液と添加剤ミックスのアイデアを紹介。
まずは、髪質の特徴やクセがダイレクトに現れる新生部へのアプローチをチェックしよう。

中間～毛先は、ケミカル履歴はもちろん、紫外線や摩擦など日常的な刺激によるダメージも蓄積しているため、
根元とは異なる薬液で施術するのが吉。その組み合わせパターンを見ていこう。

硬毛、健康毛には

『A20』+
硬い髪質や健康毛で水をはじきやすい状
態の場合、薬液が毛髪に浸透し作用するの
に時間がかかる。『A20』を添加し、『スト
レートEX』を微アルカリ性に調整するこ
とで、1液の作用がスムーズに。

ハイダメージには

『00アシッドリビジョン』+
『LGアシッド』のダメージケアや酸熱効果
をさらに高めるべく、マレイン酸、活性ケ
ラチン、レブリン酸配合の『クオレ00アシッ
ドリビジョン』を添加。還元剤を使ってい
ないため、2液は不要。

太毛、強いクセには

『スパイスA』+
太い髪はS-S結合の数が多く、高い還元力
が必要。また強いクセは数種類の還元剤で
S-1（親水性）、S-2（疎水性）の両方を切断
したい。そこでチオ配合の『スパイスA』を
加え、『ストレートEX』をＷ還元の薬液に。

微アルカリの 1液。チオとシ
ステアミンを高濃度に配合
することで、硬毛の強いク
セも強力に伸ばす。

微アルカリの1液。還元剤の
中で唯一の補修成分である
システインを高濃度に配合
し、しなやかな仕上がりに。

微アルカリの 1液。毛髪補
修成分のシステインに加え、
チオとシステアミン配合で、
トリプル還元が可能。

酸性の1液。システアミンと
レブリン酸を配合し、難しい
コンディションの毛髪へのス
トレート施術を可能にする。

細毛、軟毛には

『SPプレミアム』+
薬液が浸透しやすく、ダメージや質感悪化
に注意すべき髪質には、『ストレートEX』
に『SPプレミアム』をミックスして対応。
アルカリ度は0をキープしたまま還元力を
上げ、滑らかなストレートヘアを目指す。

既ストレート部のクセ戻りには

『スパイスA』+
クセ戻りの度合いに応じて『スパイスA』を
5～ 10％添加。還元力をプラスし再びスト
レートヘアに。クセが完全に戻っていれば、
新生部の薬液を時間差で塗布。また、5％
より多く添加する場合には2液を使用する。

ベースの薬液 『LGアシッド』

処理もホームケアも
「ケラティスト」で完全網羅
美しいストレートヘアをつく

るには処理の工程、そしてお

客さま自身のホームケアが欠

かせない。そのどちらの役割

も担えるのが「ケラティスト」

シリーズだ。

+α

150g

ケラティスト
トリートメント
（アウトバス）

ケラティスト
シャンプー

350mL／1000mL250g／1000g

ケラティスト
トリートメント

・pH：4.0

・主要成分：レブリン酸（濃度7％）

SPEC 熱を加えることでツヤをもたらすレブリン酸

を配合したトリートメント。クセを伸ばす力

はないが、還元剤と組み合わせることで対応

できる幅が広がる。

酸熱効果のある
トリートメントでダメージケア

活性ケラチン、ファイバーハンス、
レブリン酸を高濃度に配合した
ワンランク上のヘアケアシリー
ズ。毛髪内部の強度を高めて髪
にハリ・コシを与えると同時に、
毛髪表面を滑らかに整え、みず
みずしい状態を長持ちさせる。

「ケラティスト」とは？
ベースの薬液を変えれば
引き出しがもっと増える
添加剤の理解が深まったら、

ボヤージュコスメティックス

の他の 1液とも組み合わせ、さ

まざまな髪質に対応できるよ

うにしよう。個性豊かなライ

ンアップを紹介。

+α

アンリミット
アシッドストレート

アンリミット
セシルクリームロジュエクリーム アンリミット

プレミアムストレート

・pH：6.8

・アルカリ度：0

・還元値：8.4

・還元剤：システアミン（濃度7％）

SPEC

システアミンを高濃度に配合した弱酸性の 1

液。ノンアルカリ処方なので毛髪を膨潤させ

ることなくS-S結合を還元。幅広い髪質に対

応できる万能な薬液。

ストライクゾーンが広い
ベーシックな1液

ベースの薬液 『ストレートEX』
アンリミットアンリミット
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 ・髪質太くて、硬い。毛量は多い。

 ・履歴アンダーセクションに、ブリーチによるインナーカラーが施されている。それ以外は、ヘアカラーやパーマ・ストパー履歴はなし。

 ・クセ 全体にうねるクセがあり、部分的に縮毛が混在している。

サロンワークでどのように
薬液設計をしていくのか、

モデルにて実践 !

インナーカラー部分以外の根元インナーカラー部分以外の中間～毛先、
インナーカラー部分、前髪

インナーカラー部分以外の根元にAを塗布後、中間～毛先にBを塗布→インナーカラー部分にBを塗布→前髪にBを塗布→20分放置→『ケ
ラティストシャンプー』『ケラティストトリートメント』で中間処理→水洗→セット面で全体に『ミネラルハニー』（高濃度CMC処理剤を
水で 10倍に希釈）、毛先のみ『ケラティストトリートメント（アウトバス）』を重ね付け→ドライ→ 180度に設定したストレートアイロン
を通す→アンリミット『ジェルクリーム』（2液）を塗布→ 15分放置→『ケラティストシャンプー』『ケラティストトリートメント』で後処
理→セット面で全体に『ミネラルハニー』、毛先のみ『ケラティストトリートメント（アウトバス）』を重ね付け→ドライ

CASE 
STUDYBEFORE

ツヤが出て、誰もがうらやむ滑ら
かなストレートヘアに仕上がった。
施術前は大きくうねり、まとまり
が悪かったが、ストレート施術に
よってしっとりとまとまるように
なり、扱いやすさが格段にアップ！

AFTER

〈薬液設計〉
A

硬い髪質のため、酸性～中性の 1液だとクセが伸びきらない
恐れが。ベースの薬液『ストレートEX』にアルカリ度をアッ
プさせる『A20』を添加し、高還元・微アルカリの 1液に設計。

硬毛のためアルカリ度をアップ

PROCESS

10 1

『A20』
10 1

『LGアシッド』 『スパイスA』

B

ロングヘアの毛先は、バージン毛でも必ず傷んでいるので、
ベースの薬液は『LGアシッド』をチョイス。そこに『スパイ
スA』を添加し、クセを伸ばすための還元力をプラス。イン
ナーカラー部分と前髪には同じ薬液を時間差で塗布し、放
置時間を短くすることで対応。

トリートメント効果と伸ばす力を両立

詳しい技術は
動画でチェック

HP YouTube オープンチャット

ボヤージュコスメティックスの最新情報はコチラ

hair design _Yor imasa Ando [Voyage]  

photo_Yohei K ichiraku

ストレート
EX 』

『

株式会社ボヤージュコスメティックス
Tel.03-6321-2543

https://voyagecosmetics.co.jp/

お問い合わせ
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